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数列の特徴 (規則性)を項と項の間の関係に注目して表現 した式が漸化式です
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例えば ,
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という関係式は「(ど こでもいいから)″ 番目の項に

3を 足したら隣のπ+1番 目になる」ということを
表現しており,このことはつまり,数ラ」{αη}が公

差 3の等差数列であることを意味しています

αη+1=απ+3 ←⇒ 公差 3の等差数列

要するに「公差 3の等差数列」と言 う代わ りに

「αη+1=αη+3が成立するJと 言えばよいのです

という関係式は「(ど こでもいいから)π 番目の項に

2を かけたら隣のπ+1番 目になるJと いうことを

表現しており,こ のことはつまり,数列{b″ }が公

比 2の等比数列であることを意味しています

う″+1=2うπ ←⇒  公比 2の等比数列

要するに「公比 2の等比数列 Jと 言う代わ りに

「bη+1=2ら が成立するJと言えばよいのです
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このように項と項の間の関係式を見れば, どのような数列なのか (あ る程度)わかりますし,いちいち言

葉で説明するよりも,ス ッキリと表現できるので便利なのです つまり,『漸化式』とは,その数列の性質
をスッキリと簡潔に表現した式のことで,『漸化式』を見れば,そ の数列がどんな数列なのかが大体わかる

のです (だから,あ る意味『漸化式』とは数列のDNAみたいなもんやとも言えます)

きて,次の213数
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{αη}:1'4r7,～ 10,

はいずれも公差 3の等差数列ですが,
■3

全く異なる数夕」です

{ιη}: 1棺 2,マ5,ゞ8,……,わ
智
うη_,

漸化式はいずれも,αη+1=αη+3,bη+1=うη+3と なりますが,こ の漸化式だけでは,
することはできません あくまでも項と項の間の関係式に過ぎないからです
そこで,初期条件 (初項のこと)を追加 します

{αη}:1, 4, 7, 10, … , α″, αη+1,… ,~α ″+1=αη+3,αl=1ヽ

～.…・,  α″,  αη+1, ,→  α・・+1-は 3

 ̈,―   われ+1=け 3

ぢ̀
〔
う橡多ソく|、 t
ズと
'え
のノリ9体嗜

2つf』LI]ど]ヒ

凛
汐
,t■
Er,:|す(ol

鈎 ==1,  α″+1 =α ll+3

αl

α2=αl+3=1+3
α3=α2+3=4+3
α4~α3+3=7+3
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{αη}: 1,  4,  7,  10,

{ι舟: 1,2,5,8,……,ιη,うη判,¨、⇔ ιπ」=bη +3,bl=1ィ動車縣付
こうすれば,も との数列が完全に決定します

それでは,ltl化式にπ=1,2,3,… を順番に代入して,漸化式からもとの数夕」を作ってみよう
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鈍 =-1,  bll+1 =bη +3

ろ
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う2=う1+3=-1+3
鈍 =う2+3=2+3
う4=う3+3=5+3

{う″}: -1, 2, 5, 8,
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このように,初期条件と漸化式を順番に繰り返し用いることで,も との数列を作り出すことができます
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Pointく (☆漸化式の基本理念☆
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数列から漸化式力汗られるのではなく,漸化式から数列が作られるという発想が大切
漸化式が与えられれば,も との数列が完全に復元できる

つまり,『漸化式」とは数列を生み出す 「打出の′ である (ウ チデノコヅチって知ってる?)

αl

の -2αl+3
α3~2α2+3
α4~2α3+3
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= 3
=2・ 3 =6

=2・ 6 =12

=2・ 12  =  24
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=1
=2・ 1+3 = 5
=2・ 5+3  = 13
=2・ 13+3  ==  29
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η+1番 目になる

α
l

α2=~3αl+1=-3・ 1+1
α3=~3α2+1=~3・ (-2)+1
α4=~3α3+1=~3・ 7+1
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{αη}:1, -2, 7, -20, 夕
無

{αη} : 0,  2,  10,  36,
夕 甦島
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αl==1,  αη+1==2αη+3

-71番 目を 2倍 して 3を足すと″+1番 目になる

θ夕復元

l αl=0, αη+1=3αη+227

1 → ″番目を 3倍 して 2π を足すとη+1番 目になる

「漸化式を解 く」とは

きて,漸化式からもとの数列が復元できることは分かりました では,そ の数列の一般項 (π 番目)は ど
うなるのでしょうか 求めることが ‐きるのでしょうか   ″  し,、 L
「漸化式を解く」とは,与えられた漸化式から作り出される数列の一般項を求めること,つ まり,第 π項

α″をπの式で表すことをいいます このことが 漸化式学習の中心テーマ となります
でも,いちいち数列を復元してから一般項を考えるのではなく,漸化式のままで,も との数列の一般項を

考えます 漸化式を変形したり,置き換えたりして,一般項を求めるのです
実を言うと,漸化式を見てその数列がどんな性質の数列なのかがパッとわかることはほとんどありま

せん 「じゃあ,ど～すんねん」って話になりますが,漸化式には基本的な型と決まった解き方があって,
規則性が分からなくても,そ の解法パターンを暗記しさえすれば一般項は簡単に求まるのです つまり,
マニュアルに従った典型的なパターン学習 です これから,こ の基本形と解法パターンを順番に学んでい

″注 足す数が変化 していることに注意しよう

=1,  αη+1=-3αη+1

η番目を -3倍 して 1足すと

きましょ,〆
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